
　
七
十
五
名
の
参
加
者
は
行
田

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
七
時
三
十

分
に
集
合
し
、
大
型
バ
ス
二
台

に
分
乗
。
バ
ス
ツ
ア
ー
主
催
者

の
広
報
交
流
担
当
か
ら
旅
程
の

説
明
が
あ
り
、
歴
史
あ
る
古
道

を
通
り
な
が
ら
の
バ
ス
ツ
ア
ー

が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
バ
ス
は
国
道
を
避

け
行
田
市
を
通
る
千

人
同
心
道
を
走
り
、

そ
の
道
す
が
ら
広
報

担
当
か
ら
千
人
同
心

道
、
例
幣
使
街
道
に

つ
い
て
説
明
が
あ
っ

た
。
ま
た
、
千
人
同

心
道
沿
い
の
新
郷
宿

本
陣
跡
須
永
家
、勘
兵
松
並
木
、

川
俣
の
関
所
跡
、
館
林
城
跡
な

ど
を
車
窓
か
ら
見
学
。

　
途
中
、
「
道
の
駅
み
か
も
」

で
ト
イ
レ
休
憩
と
農
産
物
セ
ン

タ
ー
で
買
い
物
。
そ
の
後
、
東

北
自
動
車
道
に
乗
り
、
石
の
町

大
谷
に
向
か
っ
た
。

　
大
谷
石
採
石
場
跡
の
凝
灰
岩

層
壁
面
に
総
手
彫
り
で
彫
ら
れ

た
石
造
観
音
菩
薩
立
像
の
大
谷

平
和
観
音
を
背
に
参
加
者
全
員

の
記
念
撮
影
が
行
わ
れ
た
。

　
大
谷
石
採
掘
場
跡
で
は
、
市

民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
ユ

ー
モ
ア
あ
る
解
説
を
聞
き
な
が

ら
大
谷
石
を
掘
り
出
し
て
出
来

た
巨
大
な
地
下
空
間
を
見
学
し

た
。
そ
の
後
、
道
の
駅
・
宇
都

宮
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
村
に
移
動

し
、
霧
降
牛
ハ
ン
バ
ー
グ
の
昼

食
と
農
産
物
の
買
い
物
を
楽
し

ん
だ
。
道
の
駅
を
出
発
す
る
直

前
か
ら
雨
が
降
り
始
め
、
栃
木

市
の
散
策
が
心
配
さ

れ
た
が
到
着
す
る
頃

に
は
雨
も
止
ん
だ
。

移
動
中
、
栃
木
に
関

す
る
ク
イ
ズ
が
出
題

さ
れ
正
解
上
位
者
に

は
、
野
菜
の
景
品
が

贈
ら
れ
た
。

　
栃
木
市
で
は
、
例

幣
使
街
道
沿
い
の
蔵

の
街
を
自
由
散
策
し

た
が
、
街
並
み
は
良

く
保
存
・
整
備
さ
れ

歴
史
ロ
マ
ン
を
感
じ

る
。
特
に
巴
波
川
沿

い
に
あ
る
百
二
十
メ

ー
ト
ル
ほ
ど
の
黒
塀
は
、
「
栃

木
　
蔵
の
街
」
を
代
表
す
る
旅

情
豊
か
な
建
造
物
で
あ
る
。

　
ま
ず
ま
ず
の
天
候
の
中
、
学

習
と
親
睦
を
兼
ね
た
研
修
バ
ス

ツ
ア
ー
は
、
歴
史
あ
る
古
道
を

通
り
な
が
ら
の
史
跡
見
学
や
大

谷
石
の
歴
史
、
情
緒
あ
る
古
い

町
並
み
散
策
な
ど
先
人
た
ち
の

軌
跡
を
た
ど
る
歴
史
旅
と
な
っ

た
。
ま
た
、
バ
ス
の
中
で
の
自

己
紹
介
や
ク
イ
ズ
大
会
な
ど
を

通
じ
て
親
睦
も
図
ら
れ
好
評
の

う
ち
に
終
了
し
た
。

　
平
成
二
十
八
年
十
一
月
二
十

九
日
　
行
田
市
民
大
学
同
窓
会

主
催
　
年
一
回
の
定
期
講
演
会

が
行
田
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
で

開
催
さ
れ
た
。

　
講
演
は
熊
谷
市
出
身
　
野
外

調
査
研
究
会
会
長
（
元
東
洋
大

学
国
際
地
域
学
部
教
授
）
の
松

浦
茂
樹
氏
に
よ
る
「
水
と
闘
う

忍
領
の
人
々
～
行
田
市
周
辺

（
忍
領
）
の
治
水
・
利
水
の
歴

史
」
を
テ
ー
マ
に
実
施
さ
れ
、

一
般
市
民
、
行
田
市
民
大
学
同

窓
生
、
在
校
生

 百
五
十
名
余

り
が
聴
講
し
た
。

　
忍
城
は
、
利
根
川
、
荒
川
が

合
流
す
る
地
域
に
位
置
し
、
両

川
の
洪
水
に
た
び
た
び
襲
わ
れ

た
。
一
方
、
灌
漑
用
水
を
得
る

な
ど
利
根
川
、
荒
川
と
密
接
な

関
係
を
も
っ
て
い
る
。

　
行
田
市
に
残
る
中
条
堤
は
、

利
根
川
の
洪
水
を
上
流
側
で
一

時
的
に
湛
水
さ
せ
、
下
流
側
を

被
害
か
ら
守
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
堤
防
で
あ
り
、
こ
れ
を
巡

っ
て
上
郷
、
下
郷
の
激
し
い
争

い
が
あ
っ
た
こ
と
、
埼
玉
平
野
、

江
戸
を
洪
水
か
ら
守
る
た
め
に

利
根
川
東
遷
、
荒
川
西
遷
が
行

わ
れ
た
こ
と
、
灌
漑
用
水
を
得

る
た
め
の
利
水
な
ど
に
つ
い
て

わ
か
り
や
す
く
講
演
さ
れ
た
。

　
平
成
二
十
八
年
十
月
二

十
九
、
三
十
日
に
「
も
の

つ
く
り
大
学
」
で
文
化
祭

が
開
か
れ
、
行
田
市
民
大

学
と
行
田
市
民
大
学
同
窓

会
の
関
係
者
が
参
加
し

た
。
同
窓
会
に
は
、
一
部

屋
の
展
示
ス
ペ
ー
ス
が
設

け
ら
れ
、
昨
年
よ
り
大
幅

に
増
え
た
グ
ル
ー
プ
活
動

紹
介
パ
ネ
ル
や
平
成
二
十

八
年
九
月
二
十
八
日
に
実

施
さ
れ
た
研
修
バ
ス
ツ
ア

ー
の
光
景
を
紹
介
す
る
パ
ネ
ル

な
ど
が
展
示
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
同
窓
会
の
部
屋
で
は
今
年
初
め
て
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
が

設
け
ら
れ
、
同
窓
会
女
性
役
員

が
中
心
に
な
っ
て
お
客
様
を
お

も
て
な
し
。
見
学
に
来
ら
れ
た

方
々
か
ら
好
評
だ
っ
た
。

　
受
付
コ
ー
ナ
ー
、
ビ
デ
オ
放

映
コ
ー
ナ
ー
、
同
窓
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
検
索
コ
ー
ナ
ー
、
は

ち
み
つ
販
売
コ
ー
ナ
ー
な
ど
も

設
け
ら
れ
、
多
く
の
見
学
者
で

賑
わ
っ
て
い
た
。

四
月
二
十
日

　
第
一
回
同
窓
会
幹
事
会
　
　

五
月
十
八
日
　
　
　
　
　
　
　

　
第
二
回
同
窓
会
幹
事
会
　
　

五
月
十
八
日
　
　
　
　
　
　
　

　
同
窓
会
定
期
総
会
　
　
　
　

六
月
　
八
日
　
　
　
　
　
　
　

　
第
三
回
同
窓
会
幹
事
会
　
　

七
月
二
十
日
　
　
　
　
　

　
第
四
回
同
窓
会
幹
事
会
　
　

八
月
十
七
日
　
　

　
第
五
回
同
窓
会
幹
事
会
　

　
広
報
誌
　
第
二
号
発
行
　
　

九
月
二
十
一
日
　
　
　
　
　
　

　
第
六
回
同
窓
会
幹
事
会
　
　

九
月
二
十
八
日
　

　
バ
ス
ツ
ア
ー
（
大
谷
石
、

　
栃
木
市
内
）
　
　
　
　
　
　

十
月
十
九
日
　
　
　
　
　
　
　

　
第
七
回
同
窓
会
幹
事
会
　
　

十
月
二
十
九
日
・
三
十
日
　

　
も
の
つ
く
り
大
学
祭

　
市
民
大
学
＆
同
窓
会
参
加
　

十
一
月
十
六
日
　
　
　
　
　
　

　
第
八
回
同
窓
会
幹
事
会
　
　

十
一
月
二
十
九
日
　
　
　
　
　

　
同
窓
会
研
修
講
演
会
　
　
　

十
二
月
二
十
一
日
　
　
　
　
　

　
第
九
回
同
窓
会
幹
事
会
　
　

一
月
十
八
日
　
　
　
　
　
　

　
第
十
回
同
窓
会
幹
事
会
　
　

二
月
十
五
日
　
　

　
第
十
一
回
同
窓
会
拡
大

　
　
幹
事
会
　
　
　
　
　
　
　

三
月
十
五
日
　
　
　

　
第
十
二
回
同
窓
会
幹
事
会
　

三
月
十
六
日

　
臨
時
総
会
　
　

　
同
窓
会
交
流
・
活
動
報
告
会

　
広
報
誌
　
第
三
号
発
行
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催

古
道

を
通

り
大

谷
石

採
掘

場
跡

・
栃

木
 蔵

の
街

を
訪

ね
る

栃木「蔵の街」を散策するツアー参加者

蔵の街　栃木を代表する旅情豊かな

建造物（塚田歴史伝説館）

　＊つなぐ ＊
つ ・ ・ みんなでつどう
な ・ ・ ながく なかよ く
ぐ ・ ・ ぐ る ーぷで

　＊つなぐ ＊
つ ・ ・ みんなでつどう
な ・ ・ ながく なかよ く
ぐ ・ ・ ぐ る ーぷで

　＊つなぐ ＊
つ ・ ・ みんなでつどう
な ・ ・ ながく なかよ く
ぐ ・ ・ ぐ る ーぷで

　＊つなぐ ＊
つ ・ ・ みんなでつどう
な ・ ・ ながく なかよ く
ぐ ・ ・ ぐ る ーぷで

　＊つなぐ ＊
つ ・ ・ みんなでつどう
な ・ ・ ながく なかよ く
ぐ ・ ・ ぐ る ーぷで

　＊つなぐ ＊
つ ・ ・ みんなでつどう
な ・ ・ ながく なかよ く
ぐ ・ ・ ぐ る ーぷで

　＊つなぐ ＊
つ ・ ・ みんなでつどう
な ・ ・ ながく なかよ く
ぐ ・ ・ ぐ る ーぷで

　＊つなぐ ＊
つ ・ ・ みんなでつどう
な ・ ・ ながく なかよ く
ぐ ・ ・ ぐ る ーぷで

　＊つなぐ ＊
つ ・ ・ みんなでつどう
な ・ ・ ながく なかよ く
ぐ ・ ・ ぐ る ーぷで

　＊つなぐ ＊
つ ・ ・ みんなでつどう
な ・ ・ ながく なかよ く
ぐ ・ ・ ぐ る ーぷで

　＊つなぐ ＊
つ ・ ・ みんなでつどう
な ・ ・ ながく なかよ く
ぐ ・ ・ ぐ る ーぷで

　＊つなぐ ＊
つ ・ ・ みんなでつどう
な ・ ・ ながく なかよ く
ぐ ・ ・ ぐ る ーぷで

　＊つなぐ ＊
つ ・ ・ みんなでつどう
な ・ ・ ながく なかよ く
ぐ ・ ・ ぐ る ーぷで

　＊つなぐ ＊
つ ・ ・ みんなでつどう
な ・ ・ ながく なかよ く
ぐ ・ ・ ぐ る ーぷで

　＊つなぐ ＊
つ ・ ・ みんなでつどう
な ・ ・ ながく なかよ く
ぐ ・ ・ ぐ る ーぷで

　＊つなぐ ＊
つ ・ ・ みんなでつどう
な ・ ・ ながく なかよ く
ぐ ・ ・ ぐ る ーぷで

　＊つなぐ ＊
つ ・ ・ みんなでつどう
な ・ ・ ながく なかよ く
ぐ ・ ・ ぐ る ーぷで

　＊つなぐ ＊
つ ・ ・ みんなでつどう
な ・ ・ ながく なかよ く
ぐ ・ ・ ぐ る ーぷで

　＊つなぐ ＊
つ ・ ・ みんなでつどう
な ・ ・ ながく なかよ く
ぐ ・ ・ ぐ る ーぷで

　＊つなぐ＊
つ ・ ・ みんなでつどう
な ・ ・ ながく なかよ く
ぐ ・ ・ ぐ るーぷで

　＊つなぐ＊
つ ・ ・ みんなでつどう
な ・ ・ ながく なかよ く
ぐ ・ ・ ぐ るーぷで

　＊つなぐ＊
つ ・ ・ みんなでつどう
な ・ ・ ながく なかよ く
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ぐ ・ ・ ぐ るーぷで

　＊つなぐ＊
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平

成
二

十
八

年
九

月
二

十
八

日
に
「
千

人
同

心
道

を
ゆ

く
 

大
谷

観
音

・
栃

木
 蔵

の
街

」を
テ

ー
マ

に
古

道
を

通
り

、

大
谷

平
和

観
音

、大
谷

石
採

掘
場

跡
、旅

情
豊

か
な

宿
場

町

栃
木

を
訪

ね
る

バ
ス

ツ
ア

ー
が

開
催

さ
れ

た
。

講師の話を真剣に聞く参加者
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喫茶コーナーが好評

クラブ活動を紹介している

パネル展示コーナーの様子

１ 行田市民大学同窓会広報誌 平成２９年３月

賑
わ

う
喫

茶
コ

ー
ナ

ー

同
窓

会
活

動
総

会
・

幹
事

会
・

他
第３号第３号第３号第３号第３号第３号第３号第３号第３号第３号第３号第３号第３号第３号第３号第３号第３号第３号第３号第３号第３号第３号第３号第３号第３号

大谷石採掘場跡

同窓会研修バスツアー開催　     １　

平成２８年度定期講演会　    　 １　

ものつくり大学文化祭に出展     １ 　

同窓会活動(総会・幹事会・他) １　

豆知識のコーナー　　　　　     １　

同窓会の先輩にインタビュー　  ２

クラブ活動紹介　　　　 　　    ２

colomn　　　　　　　　　　      ２

編集後記　　　　　　　　　     ２

編集委員　　　　　　　　　     ２

今
号
で
は
、
豆
知
識

の
コ
ー
ナ
ー
を
掲
載

し
ま
す
。

　
身
近
な
問
題
か
ら

炭
酸
飲
料
の
吹
き
こ

ぼ
れ
を
防
止
す
る
対

策
を
紹
介
し
ま
す
。

　
炭
酸
が
吹
き
こ
ぼ

れ
る
理
由
は
、
液
体

中
や
容
器
の
内
側
に
付
着
し

た
気
泡
（
炭
酸
ガ
ス
）
が
、

開
封
と
同
時
に
圧
力
の
関
係

で
上
部
へ
と
上
昇
す
る
こ
と

で
、
液
体
も
一
緒
に
押
し
上

げ
ら
れ
て
噴
き
出
し
ま
す
。

そ
の
た
め
、
そ
の
気
泡
を
除

去
す
れ
ば
、
噴
き
出
し
を
防

止
で
き
ま
す
。

　
【
対
策
四
項
目
】
　
　
　

①
開
け
る
前
に
横
に
し
て
転

　
が
す
。
開
け
る
前
に
缶
も

　
し
く
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を

　
横
に
お
い
て
、
コ
ロ
コ
ロ

　
転
が
す
。
　
　
　
　
　
　

②
側
面
を
叩
く
。
容
器
の
側

　
面
を
指
で
コ
ン
コ
ン
と
繰

　
り
返
し
叩
く
。
　
　
　
　

③
急
ぐ
必
要
が
な
い
場
合
に

　
は
、
し
ば
ら
く
放
置
す
る
。

④
開
封
す
る
と
き
は
慎
重
に

　
ゆ
っ
く
り
と
開
封
す
る
。

　
基
本
的
に
は
気
体
に
な
っ

た
炭
酸
ガ
ス
を
液
体
に
溶
け

る
よ
う
に
し
、
気
泡
を
減
ら

す
こ
と
が
必
要
で
す
。
信
じ

る
か
ど
う
か
は
あ
な
た
次
第

で
す
が
、
試
し
て
見
る
価
値

は
あ
り
そ
う
で
す
。
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炭酸飲料の吹きこぼれ防止

缶
か
ら

吹
き

出
す
炭

酸


